
青森県脳卒中医療状況調査結果【令和５年分】

２ 調査対象

１ 目的

（１）県内各消防本部 11か所

（２）医療機関 11か所

（青森県立中央病院、青森市民病院、青森新都市病院（※R2から追加）、弘前大学医学部附属病院、

弘前脳卒中・リハビリテーションセンター、黒石市国保黒石病院、八戸市立市民病院、

八戸赤十字病院、つがる総合病院、十和田市立中央病院、むつ総合病院）

３ 調査対象期間

令和５年１月１日～令和５年12月31日
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脳卒中急性期医療対策を検討するにあたり、本県の脳卒中患者の状況（救急搬送、転院搬送、治療内容

等）を把握するものであり、平成21年度から実施。（現在の調査内容では平成30年分から）

青森県 ・弘前大学医学部附属病院
脳卒中・心臓病等総合支援センター

公式キャラクター

資料４



４ 調査項目

（１）消防本部

ア 救急搬送状況調査（市町村別脳血管疾患別搬送内訳数）

イ 転院搬送状況調査（市町村別脳血管疾患別搬送内訳数）

（２）医療機関

ア 脳卒中の入院治療件数と処置内訳（療法別内訳）

イ 急性期脳卒中患者（症状に気付いてから７日以内の入院患者）の状況

（ア）脳卒中発症前の高血圧既往状況

（イ）脳卒中発症時の心房細動合併状況

ウ 脳卒中患者の急性期病院退院時ｍＲＳ

（ア）急性期から回復期移行時

（イ）急性期から維持期移行時

（ウ）急性期病院入院中の死亡

エ 脳卒中患者の急性期から回復期を経由して維持期に移行した時点の転帰について

（弘前脳卒中・リハビリテーションセンター、青森県立中央病院、青森市民病院、青森新都市病院

のみ）
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５ 調査結果

（１）救急搬送状況
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表１ 救急搬送件数の推移（圏域別）

H30
H31
(R1)

R2 R3 R4 R5

青森 890 726 631 622 716 622

津軽 625 571 524 653 634 684

八戸 931 711 822 851 903 963

西北五 384 400 338 366 309 281

上十三 377 381 370 390 406 430

下北 161 167 155 144 164 142

合計 3,368 2,956 2,840 3,026 3,132 3,122

（件）
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図１ 救急搬送件数の推移 （県全体）（件）
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図２ 救急搬送件数の推移（圏域別）

青森 津軽 八戸 西北五 上十三 下北

（件）
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図３ 疾患別 救急搬送件数

脳梗塞

脳出血

くも膜下出血

その他脳血管疾患
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（件）

表２ 疾患別・圏域別救急搬送件数（Ｒ５）

青森 津軽 八戸 西北五 上十三 下北

脳梗塞 368 252 453 159 252 70

脳出血 135 124 216 56 99 41

くも膜下出血 50 21 65 12 39 10

その他脳血管疾患 69 287 229 54 40 21

総計 622 684 963 281 430 142

（件）



（２）転院搬送状況
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表３ 圏域別転院搬送件数の推移

H30
H31
(R1)

R2 R3 R4 R５

青森 47 110 163 113 81 38

津軽 240 203 185 195 235 165

八戸 175 135 106 117 113 102

西北五 68 73 47 62 44 53

上十三 72 77 77 81 89 109

下北 33 46 31 30 31 28

合計 635 644 609 598 593 495

（件）
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図４ 県全体の転院搬送件数の推移（件）
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図５ 圏域別 転院搬送件数の推移

青森 津軽 八戸 西北五 上十三 下北
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図６ 疾患別 転院搬送件数の推移

脳梗塞

脳出血

くも膜下出血

その他脳血管疾患
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表４ 疾患別・圏域別転院搬送件数（Ｒ５）

（件）

青森 津軽 八戸 西北五 上十三 下北

脳梗塞 20 64 55 33 35 9

脳出血 10 57 28 18 37 5

くも膜下出血 5 30 15 1 27 13

その他脳血管疾患 3 14 4 1 10 1

総計 38 165 102 53 109 28

（件）



7

【参考】
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（出典：人口動態統計）



（３）急性期脳卒中患者（症状に気付いてから７日以内の入院患者）の入院治療件数と処置内訳
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（件） 図８ 医療機関での主な入院治療件数の推移

その他

手術療法

血栓溶解療法

血管内治療
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H30 H31（R1） R2 R3 R4 R5

件数 138 141 163 195 193 219

表５ 血管内治療のうちの血栓回収療法件数の推移

（注）患者1名につき、治療法を併用したケースがあり、入院治療件数と各治療総数は一致しない。
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表６ 急性期脳卒中患者（症状に気付いてから７日以内の入院患者）の疾患別治療件数（Ｒ５年）

疾病名
入院治療

件数

内訳

手術療法
血栓溶解

療法
血管内
治療

その他
（再掲）
血栓回収
療法

一過性
脳虚血発作
（TIA）

106 0 0 0 0 106

脳梗塞 2,421 30 139 224 203 2,080

（再掲）
心原性
脳塞栓症

663 13 83 133 132 471

脳出血 777 91 0 2 1 685

くも膜下
出血

257 148 0 85 12 69

その他 151 4 5 12 3 121

計 3,712 273 144 323 219 3,061

（注）患者1名につき、治療法を併用したケースがあり、入院治療件数と各治療総数は一致しない。

（件）



高血圧既往あり

2,613人（73%）

高血圧既往なし

778人（22%）

不明

170人

（5%）

図９ 脳卒中発症前の高血圧既往状況と高血圧既往者の服薬状況（Ｒ５年）

（４）急性期脳卒中患者（症状に気付いてから７日以内の入院患者）の高血圧既往状況
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服薬中

1,988人

（76%）

服薬中断

90人

（3%）

服薬なし

491人

（19%）

不明

44人

（2%）

n=3,561人

【定義】 高血圧既往あり：発症前から高血圧症であることが明らかなもの
服 薬 中：発症前から降圧剤を服薬中であることが明らかなもの
服薬中断：発症前に降圧剤の処方があるが、発症時点で服薬していないことが明らかなもの
服薬なし ：発症時点で降圧剤を服薬していないことが明確なもの
不 明：降圧剤の服薬あり・なしを断定できないもの

高血圧既往なし：発症前の血圧が高血圧症に該当していなかったことが明らかなもの
不 明：発症前に高血圧症であるかどうかがわからないもの
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表７ 脳卒中発症前の高血圧既往状況の推移
（人）

既往あり
内訳

既往なし 不明 計
服薬中 服薬中断 服薬なし 不明

H30 2,383 1,680 117 309 277 1,022 101 3,506 

H31（R1) 2,337 1,652 99 381 205 913 302 3,552 

R2 2,427 1,838 108 370 109 1,021 347 3,795 

R3 2,469 1,932 98 345 94 922 305 3,696 

R4 2,414 1,833 116 345 141 721 327 3,462 

R5 2,613 1,988 90 491 44 778 170 3,561
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心房細動あり

848人（35%）

心房細動確認できず

1,573人（65%）

図１０ 脳梗塞発症時の心房細動合併状況と心房細動合併者の確認状況（Ｒ５年）

発症前から

指摘され、

治療あり

400人

（47%）

発症前から指摘され

ていたが、治療なし

70人（8%）

発症後に

確認

378人

（45%）

n=2,421人

【定義】 心房細動あり：心電図上、心房細動が確認できたものや現在も治療していることが明らかなもの
発症前から指摘あり 治療あり：抗凝固療法等による治療が明確なもの

治療なし：指摘されていても未受診等により治療していないもの
発症後確認：発見される機会がなく、初めて明らかになったもの

心房細動確認できず：心電図上、心房細動が不明確なもの

（５）脳梗塞発症時の心房細動合併状況
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（人）表８ 脳梗塞発症時の心房細動合併状況の推移

心房細動
あり

内訳

心房細動
確認できず

計発症前から指
摘され、治療

あり

発症前から指
摘されていた
が、治療なし

発症後に確認

H30 626 287 93 246 1,387 2,013 

H31（R1) 828 414 63 351 1,539 2,367 

R2 816 356 58 402 1,729 2,545 

R3 806 405 61 340 1,665 2,471 

R4 778 431 44 393 1,593 2,371 

R5 848 400 70 378 1,573 2,421



（６）脳卒中患者の急性期医療機関退院時ｍＲＳ状況
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図１１ 急性期から回復期移行時の退院時ｍＲＳ（Ｒ５）
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（n=1,053人）

（n=328人）

（n=455人）

（n=121人）

（n=1,629人）

【用語の定義】「急性期から回復期移行時」とは、急性期病棟から回復期病棟への転科、リハビリ病院・老健施設等への転院を指す



ｍRS
計

0 1 2 3 4 5 不明

脳梗塞

H30 125 221 234 241 346 246 7 1420

H31(R1) 91 234 239 284 335 281 18 1482

R2 33 120 168 240 433 291 2 1287

R3 49 112 208 211 372 276 7 1235

R4 13 77 156 204 377 235 2 1064

R5 13 69 149 226 355 226 15 1053

（再掲）
心原性
脳塞栓症

H30 21 33 43 46 93 123 1 360

H31(R1) 27 55 50 83 94 138 2 449

R2 9 25 42 52 132 141 1 402

R3 14 29 54 58 101 152 4 412

R4 3 19 57 66 100 121 2 368

R5 2 13 35 67 100 108 3 328

脳出血

H30 14 26 36 69 184 152 1 482

H31(R1) 16 36 48 89 129 144 1 463

R2 2 27 54 74 220 186 0 563

R3 10 32 56 82 200 142 1 523

R4 4 10 41 47 193 119 0 414

R5 3 19 53 88 165 119 8 455

くも膜下出血

H30 20 18 18 30 31 31 1 149

H31(R1) 25 22 22 20 26 35 1 151

R2 11 8 13 14 29 36 0 111

R3 11 16 14 18 32 21 8 120

R4 11 9 12 18 32 15 0 97

R5 3 6 16 22 27 25 22 121

計

H30 159 265 288 340 561 429 9 2051

H31(R1) 132 292 309 393 490 460 20 2096

R2 46 155 235 328 682 513 2 1961

R3 70 160 278 311 604 439 16 1878

R4 28 96 209 269 602 369 2 1575

R5 19 94 218 336 547 370 45 1629 15

（人）表９ 急性期から回復期移行時の退院時ｍRSの推移
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図１２ 急性期から維持期移行時の退院時ｍＲＳ（Ｒ５）

0 1 2 3 4 5 不明

（n=1,270人）

（n=257人）

（n=208人）

（n=81人）

（n=1,559人）

【用語の定義】 「急性期から維持期移行時」とは、急性期病棟から自宅や療養施設等への退院を指す



ｍRS
計

0 1 2 3 4 5 不明

脳梗塞

H30 123 181 111 141 168 129 50 903

H31(R1) 138 287 146 60 35 40 22 728

R2 234 430 251 138 136 78 1 1268

R3 271 452 186 101 138 73 4 1225

R4 175 463 227 117 141 83 2 1208

R5 199 476 242 113 167 72 1 1270

（再掲）
心原性
脳塞栓症

H30 25 22 15 27 48 49 20 206

H31(R1) 18 35 17 10 7 16 4 107

R2 40 65 50 35 38 30 0 258

R3 60 92 42 43 37 29 1 304

R4 37 70 51 32 44 41 0 275

R5 32 74 49 26 47 29 0 257

脳出血

H30 6 37 25 14 46 37 11 176

H31(R1) 31 32 27 9 4 14 13 130

R2 18 74 28 19 29 32 1 201

R3 36 62 21 17 28 32 0 196

R4 29 88 46 67 38 27 0 295

R5 15 74 40 23 35 20 1 208

くも膜下出血

H30 17 16 9 3 8 12 1 66

H31(R1) 36 22 8 4 2 5 2 79

R2 51 30 22 5 3 3 2 116

R3 50 43 11 2 3 6 8 123

R4 43 40 8 3 4 4 1 103

R5 26 24 9 2 7 4 9 81

計

H30 146 234 145 158 222 178 62 1145

H31(R1) 205 341 181 73 41 59 37 937

R2 303 534 301 162 168 113 4 1585

R3 357 557 218 120 169 111 12 1544

R4 247 591 281 187 183 114 3 1606

R5 240 574 291 138 209 96 11 1559 17

（人）表１０ 急性期から維持期移行時の退院時ｍRSの推移
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（注）R3までとR4からの集計方法が異なる
・～R3：「急性期から回復期移行時」「急性期から維持期移行時」のmRS6の合計を計上
・R4～ ：「急性期病院入院中に死亡した患者（ｍRS6）」を計上
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【参考】 モディファイド・ランキン・スケール
modified Rankin Scale（ｍＲＳ）

（脳卒中治療ガイドライン2009より引用） 19



（６）脳卒中患者の急性期から回復期を経由して維持期に移行した時点での転帰状況

（弘前脳卒中・リハビリテーションセンター、青森県立中央病院、青森市民病院、青森新都市病院のみ）
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図１４ 急性期から回復期を経由して維持期に移行した時点の転帰（Ｒ５）

自宅等 転院 死亡 不明

（n=369人）

（n=123人）

（n=158人）

（n=26人）

（n=553人）

【用語の定義】
・「自宅等」には、居宅系介護施設等（介護医療院を含む）、有床診療所（介護サービス提供医療機関に限る）を含む
・「転院」とは、上記以外の施設やリハビリ病院へ移ったものを指す



自宅等 転院 死亡 不明 計

脳梗塞

H30 244 261 25 7 537

H31(R1) 280 68 16 28 392

R2 360 130 20 21 531

R3 267 112 19 70 468

R4 214 120 24 53 411

R5 173 101 12 83 369

（再掲）
心原性脳塞栓症

H30 48 86 19 2 155

H31(R1) 68 25 6 14 113

R2 84 52 9 6 151

R3 65 39 9 23 136

R4 77 41 14 26 158

R5 41 42 6 34 123

脳出血

H30 69 65 4 10 148

H31(R1) 64 42 2 12 120

R2 150 51 11 4 216

R3 102 57 5 40 204

R4 79 41 2 34 156

R5 62 42 5 49 158

くも膜下出血

H30 23 10 1 9 43

H31(R1) 7 11 2 4 24

R2 16 7 1 3 27

R3 28 2 1 12 43

R4 14 3 0 9 26

R5 14 2 0 10 26

計

H30 336 336 30 26 728

H31(R1) 351 121 20 44 536

R2 526 188 32 28 774

R3 397 171 25 122 715

R4 307 164 26 96 593

R5 249 145 17 142 553 21

（人）表１１ 脳卒中患者の急性期から回復期を経由して維持期に移行した時点の転帰の推移


